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特別版 年収の壁 家族を扶養している皆さまへ 

ご家族の収入と 

あなたの所得控除への影響 

ご家族の収入が一定額を超えると、配偶者控除等や扶養控除が適用外となり、税負担が増えることが

あります。令和 7 年度の税制改正で、これらの「年収の壁」の基準が見直されました。 

配偶者の「年収の壁」は 123 万円・160 万円・201 万円 

配偶者控除・配偶者特別控除を適用できる「配偶者の収入」が下表の額に引き上げられます。 

■配偶者の収入と受けられる控除の関係（令和 7 年分～）

あなたの合計所得金額が 900 万円以下で、配偶者の収入が給与のみの場合

配偶者の給与収入 あなたが受けられる控除（金額は所得控除の額） 

123 万円以下 配偶者控除（38 万円※）  ※配偶者が 70 歳以上の場合 48 万円 

123 万円超 160 万円以下 配偶者特別控除（38 万円の満額適用） 

160 万円超 201 万円以下 配偶者特別控除（配偶者の給与収入に応じ段階的に控除額が逓減） 

扶養親族の「年収の壁」は 123 万円  大学生の子は 150 万円・188 万円 

扶養控除が適用できる「年収の壁」も引き上げられます。 

■扶養しているご家族の収入と受けられる控除の関係（令和 7 年分～）

ご家族の収入 あなたが受けられる控除（金額は所得控除の額） 

合計所得金額が 58 万円以下（給与所得のみの場合 123 万円以下） 扶養控除（年齢等の条件により、38～63 万円） 

大学生年代のご家族には更なる優遇措置♪ ～ 新設される「特定親族特別控除」とは？ 

大学生年代が親の扶養控除から外れることを気にせずに働けるよう、19 歳以上 23 歳未満の一

定のご家族を扶養する方を対象とした特定親族特別控除が創設されました。 

■大学生年代のご家族の収入と受けられる控除の関係（令和 7 年分～） ご家族の収入が給与のみの場合

ご家族の給与収入 あなたが受けられる控除（金額は所得控除の額） 

123 万円以下 扶養控除（63 万円） 

123 万円超 150 万円以下 特定親族特別控除（63 万円の満額適用） 

150 万円超 188 万円以下 特定親族特別控除（ご家族の給与収入に応じ段階的に控除額が逓減） 

なお、高校生年代の扶養控除の縮小は、来年度以降の税制改正に持ち越されました。 

ご家族の収入状況によってあなたの税負担も変動し、将来の家計に大きく影響することもあ

ります。世帯全体の収入等も考慮しつつ、ご家族の働き方をご検討ください。 
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